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奥田専門家帰国

昨年6月29目からJICAの長期派遣専門家としてフィ

ジｰの｡coP/soPAcに勤務していた奥田義久主研(海

洋地質部海洋地質課)は13ケ月間の任期を全うして6月

28日に無事帰国Lました.

赴任直前に起きたフィジｰでのクｰデタｰの偏りを受

けて出発延期を余儀なくされた事情などは先に紹介し

ました(本欄Nα26)が滞在期間中生活の面では何か

と苦労カミ多かったようです.出発前のゴタゴタが尾を

引いたわげではないでしょうが任期半は頃から出てい

た期間延長の話が任期末近くなってまたまた鋤れ結

局後任者との引継ぎのため1ケ月延長ということで落着

しましたが本人はもとより当所側関係者も大分ヤキ

モキさせられたことでした.

ともあれ政庸不穏の地にありたがらも業務遂行に

蓬進された奥田土研の響力と成果は高く評価されるも

のと思います.御苦労様でした.(遠藤)

研修員の実習航海に同行して

沿海コｰス集団研修員の船上実習の実態調査というこ

とで7月8目から11日間海洋地質調査船白嶺丸に乗

る機会を与えられました.ろくに顔と名前も一致しな

い外国人研修員11名とほとんど英語を話せないこの私

がはたして10日を超える長い間一緒にうまくやってい

げるのかと内心不安になったりたどはちっともしませ

ん.そこは過去2年間の海外室経験がものをいいこ

と研修員にかけてはrどうにかなるさ｣の境地に達して

いるのです.

船は富山県の伏木港を出港するのでつくぼからは鉄

道を乗継ぐ形で乗船とたりました.翌日の出航までに

は時間がありそこらをうろつくうちにどうやら彼らの

名前くらいは覚乏ました.今年の彼らはわりとおと

なしい方で際立ったリｰダｰの存在は認められずと

はいえ陽気で人の好い連中だというのは例年同様と

いったところが初めの印象です(後に圭二左㍍･の部分

タイトル･カット･イメｰジ

前々月号からタイトル･カットが新しくたってい

るのにお気付きと思います.これまでは野外の調

査風景を描いてきましたが今回は少々おもむきを

変えて室内でのマツブをはさんだ討論シｰンで

す.描いてる頃は部屋の冷房がきいてなくせめ

て涼しげな絵をと考えたのですカミ実際のこのよう

なシｰンでは優秀た国産エアコンでも効き味がに

ぶるようた熱い議論がとびかうことでしょう.

(河村)1

は削られるのですが).

昼に船は港をはなれその夕方から彼らの仕事が始

まりました.16時から22時までと翌早朝の04時から06

時までの2時間ずつを各2,3人ずつのチｰムが音波

探査のワッチにつくのです.初目ということもあった

のか皆真剣なサイエンティストの顔つきで説明を聞い

ていました.ワヅチは調査航海中ずっと続くのです.

翌日及び翌々目はそれに加えて昼間のデッキで

コアサソプル採取の実習がありました1停船中のデッ

キから長さ5m重さ1tほどの金属製の筒をクレｰ

ンで海底に下ろし堆積している泥の層を採るわげで

す.筒の先には片側(入る方)にのみ開くわたの構造

があり筒の中は二重にたっていて内側のアクリル製

の筒は揚収後抜き取られサソプノレもろとも二つ割りに

たる構造です.そしてこれはそのままサンプルケｰ

スとしてパッキ1■グされ帰港後研究室に持ちこまれま

す.研修員たちは作業服に安全靴そしてヘルメッ

トといったデッキスタイルで最初は遠慮がちに作業を見

学していまLたがやがてその作業の手伝いにとけこ

んでゆきました.

その後は海底の泥をすくいあげそこから試料を洗

い出すドレッジの作業も行われ船の旅は順調に進みま

す.幸い海はずっと穏やかで研修員の一部に心配さ

れた船酔もなくみんた健康に過しています.作業の

合い問に輪投げを楽しんだり適当な鉄棒をみつけて懸

垂で体をきたえたりとすっかり船に慣れた頃ひとつ
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写真1船内での実習風景.彼らのこんな

真面目な顔本国の人々だって見たこ

とないんじゃ渋いでしょうか(～)

の事件が起こりました.というのは私はもっぱらス

チｰルカメラとビデオカメラをもってこの実習の記録

をしていたのですが早朝のワッチ当番の研修員を起こ

す際に彼らの寝起きをビデオに収めて楽しんでいたの

です､そして予定のスケジュｰルをこたし帰途に着

く前夜私は彼らの報復攻撃を受けてしまったのです.

彼らの一味は私の部屋に忍び込みビデオをスタンバイ

して私をたたきおこしストロボを点滅させなカミら私

のたさけたい寝起き姿をみごとテｰプに収めたのでし

た.その後味を占めたこのパイレｰツ連に安眠を妨げ

られた海洋地質部の研究者の皆さんどうかおゆるし下

さい.多少悪ふざげは好きですが本質的には大変真面

目な連中だということは充分御存じ･と思いまゴので､

そんな一幕はあったものの翌日オプショナル･プロ

V｡｡q･1･･MAい

淋!ω七鴛､｡｡､､｡1｡ξ言

鴛七Jζ二㌃鴛eら鶯洲

､

図1上船中研修生の問にひょんな事から持おあがった“モ

スキｰトマソ伝説"を船上でイラスト化したもの.

1988年9月号

グラムとしてスミアスライド作りの実習とコアサソ

プルの軟X線撮影の説明を受け無事に我々は船橋港へ

と帰り着いたのでした.

とにかく言えることはこの航海が彼らの今後の業

務に対して資するところ大なるものがあったことに疑う

余地はたく私にとっては楽しい調査旅行であったと

いうことです.

末筆ですが今回の実習でお世話にたった海洋地質

部の研究老の方々と白嶺丸の船長をはじめとするクルｰ

の方刈こ厚くお礼を申し上げます.特に食べ物に関し

ては大変気を配っていただいて本当にありがとうござい

ましたI(河村)

第真2船橋港の近くにまとめてあった道路標識群にいろ

んな国からの個性を集めた我が研修コｰスのイメｰジを

だぶら娃てのワンショット.�
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CCOPT㏄h㎜ica1腕He油nの内枠紹介(その2)

前号から始めたCCOP-TBの目次紹介の2回目です.

申込方法等は前号の本欄No.37を御参照下さい.
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